	担当
委員
	　
	確認
事項
	農地法施行規則第29条
第1項該当
適当　・　不適当
	事務
局長
	　
	地区
担当
	　
	農振地域
	内・外

	
	
	
	
	
	
	
	
	農用地区域
	内・外

	意見
	　
	特定処分対象農地
	有　 ・ 　無
	農用地の軽微変更

	
	
	納税猶予地
	有 　・ 　無
	・　　　年　　　月　　　日 済
・　　　　　　　不 要　　　　　

	
	
	小作地
	有　 ・　 無
	


　様式第１号

農 地 転 用 届
飯田市農業委員会長 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和３年１０月５日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　申請者　　　　　　　飯田　太郎　　 印
　下記農地について、耕作以外の目的に供したいので、農地法施行規則第29条第1項第１号の規定により
提出します。
	1 申請者の住所
および職業
	住　　　　所
	職　業

	
	　　長野　県　　　飯田　市　松尾 明　１２３　　　　番地
	農業

	2 許可を受け
ようとする
土地の情報
	土地の所在
	地 番
	地 目
	面 積
	利用状況
	10a当
収穫高
	耕作者氏名

	
	
	
	台帳
	現況
	
	
	
	

	
	松尾明
	４５６
	田
	田
	100.00㎡
	一毛田
	600kg
	飯田　太郎

	
	松尾明
	７８９
	畑
	畑
	300.00㎡　
の内80㎡
	普通畑
	休耕
	飯田　太郎

	
	
	
	
	
	㎡
	
	
	

	
	　　計　　　　　　180.00㎡（ 内　田　　　　　　100 ㎡　畑　　　　　　 80 ㎡）

	3 転用計画
	転用用途と
事由の詳細
	用 途
	農業用倉庫

	
	
	必要とする事由
	現在の倉庫が老朽化したため建替えたい。

	
	事業または施設の操業、利用期間
	　　　令和３ 年１１ 月２０ 日から　　永 年間

	
	転用の目的に
係る事業または施設の概要
	建築物または
工作物の名称
	棟 数
	1階建築面積
	総所要面積
	備 考

	
	
	倉庫
	１
	１５０㎡
	１８０㎡
	進入路を含む

	
	
	
	
	㎡
	㎡
	

	
	
	
	
	㎡
	㎡
	

	4 その他
	


記　載　例





利用可能な面積は


最大200㎡未満


です。





設置可能な施設は


農業に関連したもののみです。


例：農業用倉庫


　　農業用資材置場


　　柿干し場 　　等





農地の一部を利用する場合は


○○㎡の内○○㎡と記載して下さい。


その際分筆登記は不要です。








注意事項
1 利用状況の欄には、田の場合には二毛作・一毛作の別、畑の場合には普通畑・果樹園・桑園・自家用野菜等の別を記載する。
2 本届出により農地を耕作以外の目的に供することができる上限は２アール未満である。
　　また本届は農地の利用目的の変更に係る届け出であって、地目の変更の根拠となるものではない。
3 届出に係る土地が農用地域内の農地である場合は別途飯田市農業振興計画の軽微変更の手続を行なうこと。

